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こうやって磨くんだよ（6月3 日：幼稚園の歯磨き集会）

吉田市長 所信表明
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所
信　
　

※
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
全
文
は
、
大
和
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

 

所
信
表
明
演
説
前
文

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
財
政
危
機
を
打
開
し
、
強
固

な
財
政
基
盤
を
確
立
し
な
け
れ
ば
大
和
高
田
市
の
未
来
は
な
い
、
と
の
強
い
思
い
の
も
と
、

財
政
再
建
を
再
重
要
課
題
に
据
え
、
平
成
16
年
度
に
、
第
四
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
、

平
成
18
年
３
月
に
は
、
財
政
構
造
改
革
宣
言
を
行
う
と
同
時
に
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の

実
行
、
平
成
20
年
度
で
は
「
第
四
次
大
和
高
田
市
総
合
計
画
」
の
策
定
、
そ
し
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
の
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
赤
字
額
や

市
債
残
高
の
大
幅
な
削
減
を
行
い
、
ま
た
、
人
件
費
総
額
の
抑
制
、
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
で
、
硬
直
化
し
た
財
政
構
造
の
改
善
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
19

年
度
以
降
、
一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
が
黒
字
へ
と
転
換
し
、
今
は
、
累
積
赤
字
を
解
消

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
、
財
政
状
況
は
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、私
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
話
し
し
ま
す
。

今
や
、
社
会
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
経
済
の
長
期
低
迷
、
政
治
の
混
迷
な
ど
が
続

い
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
先
行
き
不
透
明
な
現
状
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

大
和
高
田
市
の
発
展
に
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
現
在
、
推

進
し
て
い
る
、「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」・「
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
」・「
Ｉ

Ｔ
推
進
中
期
計
画
」・「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
引
き
続
き
実
行
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
ゆ
る
ぎ
な
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
盤
構
築
に

向
け
、
初
心
に
た
ち
か
え
り
、
市
民
の
目
線
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
市
政
運
営
に
努
め
る
決

意
で
す
。

　

財
政
状
況
の
回
復
に
合
わ
せ
て
、「
元
気
な
高
田
」「
誇
れ
る
高
田
」の
実
現
に
向
け
、ま
た
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
在
り
方
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、「
高
田
の
夢
」
を
か
た
ち
に
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
次
の
４
つ
の
政
策
目
標
を
も
と
に
、
施
策
の
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
下
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
順
に
、
説
明
し
ま
す
。

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
一
般
会
計
累
積
赤
字
の
早
期
解
消
、
経
常
収
支

比
率
の
改
善
に
よ
る
、
行
財
政
運
営
の
安
定
が
必
要
で
す
。

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
公
表
し
、
ま
た
、
公
会
計

の
整
備
を
行
い
、
よ
り
一
層
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
厳
し
く
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｉ
Ｔ
推
進
中
期
計
画
」
に
よ
り
、

本
市
の
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
の
削
減
と
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

同
じ
く
、
土
地
開
発
公
社
に
お
い
て
も
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
有
地
と

な
る
土
地
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
、
公
社
経
営
の
健
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

吉田市長　所信表明
「元気な高田」「誇れる高田」の実現

「高田の夢」をかたちに

平成23年６月市議会定例会
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次
に
、
職
員
の
意
識
改
革
や
、
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
の
職
員
数
や
年
齢

構
成
な
ど
を
考
慮
し
、
人
員
の
確
保
と
、
世
代
の
空
白
が
生
じ
な
い
よ
う
計
画
的
な
職
員

採
用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
職
員
の
公
正
な
職
務
執
行
と
、
そ

の
た
め
の
組
織
内
で
の
意
思
形
成
の
確
保
や
、
特
定
要
求
行
為
な
ど
へ
の
対
応
を
含
め
て
、

仮
称
「
大
和
高
田
市
法
令
遵
守
推
進
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
も
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
の
共
有
化
を
常
に

図
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
広
報
誌
「
や
ま
と
た
か
だ
」
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
審
議
会
等
の
公
開
な
ど
に
よ
り
、
市
政
へ
の
意
見
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
と
市
が
と
も
に
、
大
和
高
田
市
の
姿
を
考
え
て
い
く
、

市
民
会
議
な
ど
の
活
用
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

心
豊
か
な
、
市
民
・
教
育
・
福
祉
に
つ
い
て

　

未
来
を
担
う
こ
ど
も
達
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
に
、
幼
稚
園
と
保
育

所
が
一
体
化
し
た
「
高
田
こ
ど
も
園
」
を
開
園
し
、
現
在
、
平
成
24
年
４
月
の
開
園
に
向

け
、
仮
称
「
土
庫
認
定
こ
ど
も
園
」
の
建
設
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
就
学
前
教
育
の
充
実
と
保
育
環
境
を
高
め
、
子
育
て
支
援
を
進

め
ま
す
。
今
後
は
「
こ
ど
も
園
」
に
関
す
る
国
の
制
度
改
革
な
ど
に
も

注
目
し
、
引
き
続
き
、
就
学
前
教
育
、
保
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
ま
す
。
地
域
で
の
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
や
、

地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
現
在
、
実
施
を
し
て
い
る
「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
や
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
児

童
虐
待
防
止
な
ど
に
も
対
応
す
べ
く
、
家
庭
児
童
相
談
員
の
増
員
を
行
い
、
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
に
つ
い
て
で
す
。「
確
か
な
学
力
」
を
つ
け
る
た
め
、
す
で
に
実
施
し
て
い

る
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
少
人
数
指
導
や
個
別
指
導
な
ど
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
保
護
者
と
も
連
携
し
、
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
な
お
、
小
学
校
で
は
、
す
で
に
昨
年
度
か
ら
英
語
学
習
を
進
め
て
い
て
、
小
学
校

に
続
き
、
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、
国

際
化
へ
の
対
応
に
も
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
心
豊
か
な
人
間
性
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

道
徳
教
育
、
特
別
教
育
活
動
等
を
通
じ
て
、
社
会
ル
ー

ル
へ
の
規
範
意
識
を
高
め
、
同
時
に
、
思
い
や
り
の
心

や
、
友
達
と
助
け
あ
う
心
を
養
い
ま
す
。「
た
く
ま
し
い

心
身
」
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
児
童
、
生
徒
の
体
力
向

上
や
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
域
、
家
庭
の
協
力
を
得
て
、「
食
育
」
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
学
校
支
援
活
動
事
業
と
し
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
地
域
全
体
で
学
校
教
育

を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
が
、
土
曜
塾
や
、
通
学
合
宿
な
ど
の
体
験
を
と

お
し
て
自
主
性
や
社
会
性
が
身
に
つ
く
よ
う
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
各
小
学
校
の
児
童
ホ
ー
ム
で
は
、
空
き
教
室
の
活
用
や
、

指
導
員
の
増
員
な
ど
を
と
お
し
て
、
放
課
後
の
児
童
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

今
後
も
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
不
登
校
な
ど
の
学
校
不
適
応
の
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

適
応
指
導
教
室
「
か
た
ら
い
教
室
」
で
の
実
施
は
も
と
よ
り
、
各
学
校
と
も
協
力
し
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
指
導
員
を
増
員
し
、
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
や
、

保
護
者
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

市
立
高
田
商
業
高
等
学
校
の
進
学
率
は
、
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。
進
路
指

導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得
」「
上
級
資
格
の
取
得
」「
部
活

動
の
充
実
」
を
三
本
の
柱
と
し
、今
後
も
さ
ら
に
、将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
い
て
も
、
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、
葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館

な
ど
で
の
活
動
の
充
実
や
施
設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。な
お
、心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
が
必
要
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
、
人
権
擁
護
に
努
め
ま
す
。

仮称土庫認定こども園　完成予想図
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次
に
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
に
つ
い
て
で
す
。
今
年
度
は
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

見
守
り
活
動
な
ど
の
保
険
給
付
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
と
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
化
し
て
提
供
す
る
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
を
対
象
に
、
運
動
機
能
の
向
上
や
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
予
防
事
業
を
、
積
極
的

に
進
め
ま
す
。

　

同
じ
く
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
も
、
保
険
事
業
を
よ
り
い
っ
そ
う
推
進
し
、

生
活
習
慣
病
等
の
予
防
に
努
め
、
国
保
事
業
の
よ
り
安
定
し
た
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
今
年
度
は
、「
居
場
所
マ
ッ

プ
」
の
作
成
、
見
守
り
活
動
へ
の
人
材
育
成
、
ま
た
、
高
齢
者
の
居
場
所
と
な
る
公
共
施

設
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
設
備
改
修
や
運
動
器
具
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

同
じ
く
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

「
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
検
診
費
用
の
負
担
軽
減
、
女
性
特
有
の
ガ
ン
検

診
の
無
料
化
の
継
続
、
さ
ら
に
今
年
度
よ
り
、
40
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
節
目
検
診
の
大

腸
ガ
ン
検
診
の
無
料
化
を
実
施
し
、
市
民
の
健
康
管
理
や
病
気
の
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
の
公
立
病
院
の
現
状
と
し
て
、
医
師
不
足
に
よ
る
診
療
科
目
の
縮
小
や
、
診
療
報

酬
の
抑
制
な
ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
大
和
高
田
市
立
病
院
に
お

い
て
は
、
医
師
の
確
保
に
よ
る
診
療
科
目
の
維
持
、
看
護
師
の
安
定
的
な
人
員
確
保
な
ど

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
医
療
の
提
供
を
継
続
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
療

機
関
と
し
て
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
病
院
経
営
の
安
定
化
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
方
策
と
し
て
「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
す
で
に
、
平
成
21
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
分
類
別
包
括
評
価
支
払
）
制
度
の
導
入
、
病
床
利
用
率
の

向
上
な
ど
の
着
実
な
成
果
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
に
お
い
て
、
黒
字
体
質
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
よ
る
安
定
し
た
病
院
経
営
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
医
療
面
で
は
、
今
年
度
に
お
い
て
、
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
強
化
と
、
手
術
後

の
重
症
患
者
を
見
守
る
た
め
の
Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
床
（
重
症
患
者
集
中
治
療
室
）
を
稼
働
し
、
よ

り
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
立
病
院
の
旧
館
に
つ
い
て
は
、
建
築
後
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
な
ど

で
耐
震
性
能
は
低
下
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
整
備
方
針
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

　

従
来
か
ら
の
伝
統
行
事
や
地
域
の
祭
り
に
加
え
て
、
大
和
高
田
市
の
商
・
工
・
農
を
一

体
化
し
た
、「
や
ま
と
た
か
だ
元
気
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
県
の
「
地
場
産
フ
ェ
ア
」、
商
工

会
議
所
の
「
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」
な
ど
を
集
約
し
、
そ
れ
ら
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
り
、
ま
た
、
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
県
と
協
働
し
て
の
、「
一
市

一
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
に
、
高
田
サ
テ
ィ
跡
の
有
効
活
用
も
含

め
て
、
中
心
市
街
地
の
元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
な
お
、
商

店
街
、
自
治
会
等
の
市
民
団
体
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
ま
ち
や
、
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
補
助
金
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
つ
い
て
も
、
県
の
制
度
と
連
携
し
、
融
資
制
度
の
利
用
の
促
進
を
図
り
、
経

営
の
安
定
化
、
新
商
品
や
新
技
術
開
発
へ
の
支
援
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
で
す
。
今
後
も
、
農
産
物
直
売
所
へ
の
支
援
と
と
も
に
、

大
和
高
田
市
の
特
選
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
で
商
品
価
値
を
高
め
、
農
業
生
産
者
の
経

営
の
安
定
化
、
農
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
都
市
基
盤
の
整
備
が
重
要
で
す
。
ま
ち
な
み
の
形
成
と
交
通
環
境
の
整
備

と
し
て
、
現
在
、
推
進
し
て
い
る
本
郷
大
中
線
街
路
事
業
で

は
、
今
年
度
中
に
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
本
町
通
り
付
近

か
ら
、
市
町
通
り
ま
で
の
道
路
整
備
工
事
を
完
了
し
、
引
き

続
き
、中
央
道
路
ま
で
の
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。な
お
、「
大

和
都
市
計
画
区
域
」
の
決
定
に
よ
り
、
中
和
幹
線
道
路
に
至

る
神
楽
地
内
や
、
中
和
幹
線
道
路
沿
い
の
池
尻
地
内
に
お
い

て
、
市
街
化
区
域
の
拡
大
や
、
新
し
く
用
途
地
域
が
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
和
高
田
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
の

発
展
が
現
実
化
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
地
域
を
中
心
に
、
排
水
路

元気ウィーク・地場産商品が並びます
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や
道
路
改
良
工
事
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
高
田
川
の
川
床
の
切
り
下
げ
工
事
な
ど
の

河
川
改
修
も
、
今
後
、
完
了
さ
れ
る
予
定
で
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
進
め
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
上
水
道
に
お
い
て
も
、
配
水
場
施
設
の
整
備
、
耐

震
改
修
や
老
朽
管
の
更
新
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
県
営
水
道
の
動
向
と
と

も
に
、
本
市
の
水
道
料
金
を
含
め
、
事
業
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
く
、
公
共
下
水
道
に
お
い
て
も
、
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
水
洗
化
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
市
民
生
活
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
安
心
安
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
で
す
。
今

年
度
で
、
片
塩
小
・
浮
孔
小
・
片
塩
中
の
校
舎
、
片
塩
小
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
完

了
し
、
平
成
24
年
に
は
、
地
震
へ
の
強
度
を
表
す
Ｉ
Ｓ
値
0.3
未
満
の
小
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
の
完
了
を
め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
耐

震
補
強
工
事
を
順
次
、
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
は
、
保
育
所
の
耐
震
補
強
工

事
に
も
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
命
の
安
全
を
第
一
に
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
、
総
合
体
育
館
、
中
央
公
民
館
な
ど
の
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
の
在
り
方
や
、整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
な
ど
も
勘
案
し
、
現
在
の
ゴ
ミ
焼
却
炉
の

長
寿
命
化
を
検
討
し
ま
す
。
環
境
保
護
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
各
家
庭
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
へ
の
補
助
制
度
や
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
削
減
に
向
け
て
の
「
大
和
高
田
市
地
球
温
暖
化

防
止
庁
内
実
施
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
環
境

に
も
人
に
も
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

次
に
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
で
す
。
先
般
の
東
日
本
大
震
災

　

今
後
４
年
間
の
市
政
の
推
進
を
託
さ
れ
た
私
は
、
市
民
の
目
線
を
忘
れ
ず
に
、
着

実
に
一
歩
ず
つ
、
そ
し
て
果
敢
に
行
政
課
題
に
取
り
組
み
、「
元
気
な
高
田
」「
誇
れ

る
高
田
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
大
和
高
田
市
の
発
展
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
す
決

意
で
す
。

　

最
後
に
、
よ
り
よ
い
大
和
高
田
市
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も

広
く
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

大
和
高
田
市
長
　
吉
田
誠
克

で
、
行
政
機
能
の
確
保
や
持
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
時
に
初
動
体
制
、
緊
急
体
制

が
速
や
か
に
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は
、現
行
の
「
地
域
防
災
計
画
」

の
検
証
や
、
見
直
し
を
行
う
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
災
害
時
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
周
知
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
と
と
も
に
訓
練
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
災
害

発
生
時
に
は
、
地
域
住
民
の
初
期
活
動
が
被
害
を
軽
減
す
る
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
自
主
防

災
組
織
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、
地
域
の
自
主

防
災
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
全
体
と
し
て
の
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。な
お
、市
庁
舎
内
で
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、

「
地
域
防
災
計
画
」
で
定
め
て
い
る
、
第
２
災
害
対
策
本
部
で
あ
る
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で

の
機
能
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
被
災
時
の
備
え
と
し
て
、
総
合
公
園
の
地
下
に
、

災
害
時
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
の
貯
水
槽
の
設
置
や
、
ま
た
、
公
共
下
水
道
に
直
結
し
た

非
常
用
ト
イ
レ
と
し
て
使
用
で
き
る
機
能
の
整
備
を
考
え
ま
す
。

昨年の片塩校区防災訓練の様子
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 ５月臨時市議会

市議会構成が
決まりました

議
長  　
　
　
　

戸
谷　

隆
史

　

平
成
23
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
11
日
〜
13
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
の
構
成
を
決
め
る

と
と
も
に
、
人
事
案
件
１
件
を
同
意
、
専
決
処
分
の
報
告
１
件
を
承
認
、
条
例
案
件
１
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
市
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

葛
城
清
掃
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
本　

英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

保
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
谷　

隆
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
本　

清
治

中
和
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
本　

博
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
尾　

安
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　

繁
和

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
本　

正
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
谷　

隆
史

総
務
財
政
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　
　

堂
本　

正
信

　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

平
郡　

正
啓

　
　
　
　
　

委
員　
　
　
　

萬
津　

力
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
本　

博
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
川　

征
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

保
継

民
生
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　
　

沢
田　

洋
子

　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

西
村　

元
秀

　
　
　
　
　

委
員　
　
　
　

砂
原　

弘
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
谷　

隆
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
本　

清
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井　

啓
祐

環
境
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　
　

泉
尾　

安
廣

　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

西
川　

繁
和

　
　
　
　
　

委
員　
　
　
　

奥
本　

英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

精
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村　

和
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷　

修
一

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　
　

森
村　

和
男

　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

島
田　

保
継

　
　
　
　
　

委
員　
　
　
　

西
村　

元
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
郡　

正
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
本　

正
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井　

啓
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷　

修
一

監
査
委
員  　
　

萬
津　

力
則

副
議
長  　
　
　

奥
本　

英
子

　

大
き
な
道
に
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
先
に
見
え
る
の
は
、
二
上
山

の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の
ペ
ー

ジ
で
す
。
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平
成
23
年
度

大
和
高
田
市
職
員
（
医
療
職
）

　
　
　
　

新
規
採
用
者
募
集

　

左
記
の
と
お
り
、
医
療
職
採
用
試
験
を
、

行
い
ま
す
。

１　

職
種

看
護
師
・
助
産
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師

２　

試
験
の
日
時
・
会
場

日
時	

 

７
月
16
日(

土) 

会
場	

 

大
和
高
田
市
立
看
護
専
門
学
校

３　

問
い
合
わ
せ
先

大
和
高
田
市
立
病
院
総
務
企
画
課
内

「
大
和
高
田
市(

市
立
病
院)

職
員
採
用
試

験
委
員
会
事
務
局
」　

☎
53
・
２
９
０
１

※
試
験
案
内
の
詳
細
は
、
6
月
20
日
（
月
）

か
ら
大
和
高
田
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.y
m
-h
p
.

yam
atotakada.nara.jp

）

●
九
江
学
院
派
遣

　

日
本
語
教
師
の
募
集

　

高
田
・
九
江
友
好
会
の
交

流
先
で
あ
る
九
江
学
院
（
総

合
大
学)

日
本
語
科
で
は
、
約

３
５
０
名
の
学
生
が
日
本
語
を

学
習
し
て
い
ま
す
。
高
田
・
九

江
友
好
会
で
は
、
そ
こ
に
２
名

の
日
本
語
教
師
を
推
薦
・
派
遣

し
て
い
ま
す
。
近
く
１
名
の
欠

員
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
当
友

好
会
と
し
て
推
薦
・
派
遣
で
き
る
日
本
語
教
師

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
資
格
は
、
お
お
む
ね

60
歳
以
下
（
年
齢
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
定

年
退
職
さ
れ
た
人
も
歓
迎
）、
大
学
卒
業
資
格

が
必
要
で
す
。
あ
い
さ
つ
程
度
の
中
国
語
が
で

き
れ
ば
、
可
能
で
す
。
九
江
学
院
の
簡
単
な

審
査
を
受
け
、
雇
用
契
約
を
し
ま
す
。

　

採
用
条
件
は
、
報
酬
が
１
か
月
５
、０
０
０
元

（
約
６
５
、０
０
０
円
）、
赴
帰
任
航
空
賃
を

支
給
、
家
賃
無
料
の
教
師
用
ア
パ
ー
ト
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
契
約
期
間
は
１
年
間
（
更
新
も

あ
り
）。
希
望
者
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
ま
で
で
す
。

●
小
学
生
の
絵
画
交
流
を
開
始

　

九
江
市
と
大
和
高
田
市
の
市
民
交
流
を
一
層

進
め
る
た
め
、
九
江
市
双
峰
小
学
校
の
児
童

と
、
大
和
高
田
市
立
高
田
小
学
校
の
児
童
の

絵
画
作
品
を
、
相
互
交
換
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
絵
画
を
通
じ
て
、
風
景
や
生
活
の
違

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
文
化
事
情
を
理

解
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
先
募
集

　

７
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
、
九
江
市
双
峰

小
学
校
の
先
生
１
名
と
小
学
６
年
生
の
児
童
３

高田・九江友好会
　活動報告

名
（
男
子
１
名
、
女
子
２
名
）
が
、
大
和
高

田
市
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
期

間
中
（
３
泊
）
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
家
庭
を
、
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
本
語
図
書
寄
贈
の
お
願
い

　

当
友
好
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
九
江
学
院
に

対
し
て
日
本
語
図
書
約
３
、０
０
０
冊
を
寄
贈

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
九
江
学

院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
友
好
の
部
屋
に
「
ミ
ニ

図
書
館
」
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

語
の
教
材
や
図
書
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
大
学
の
日
本
語
科
学
生
や
日
本
語
教
師
か

ら
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
友
好
会
で
は
、
今
後
と
も
日
本
語
図
書

の
寄
贈
を
続
け
た
く
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
特
定
の
思
想
を
主
張
す

る
も
の
や
、
風
紀
上
問
題
の
あ
る
も
の
を
除
き
、

お
受
け
し
ま
す
。
勝
手
で
す
が
、
図
書
の
送
料

は
寄
贈
い
た
だ
く
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
九
江
学
院
で
の
交
流

　

去
る
３
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
７
日
間
の

日
程
で
、
10
名
の
参
加
者
を
得
て
、
世
界
自

然
遺
産
の
湖
南
省
武
陵
源
お
よ
び
九
江
市
の

廬
山
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
訪
問
は
、

世
界
自
然
遺
産
訪
問
と
中
国
の
最
新
技
術
を

用
い
た
新
幹
線
乗
車
と
い
う
、
対
照
的
な
組
み

合
わ
せ
で
、
交
流
先
の
九
江
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
３
月
27
日
は
、
九
江
市
対
外
交
流
科
と

の
交
歓
会
に
参
加
。
そ
の
際
、
九
江
市
市
長

か
ら
の
災
害
お
見
舞
状
に
対
す
る
、
大
和
高

田
市
吉
田
市
長
か
ら
の
九
江
市
長
宛
の
お
礼
状

を
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
28
日
に
は
九
江
学
院

を
訪
問
し
、
友
好
の
部
屋
で
、
中
国
人
日
本

語
科
教
師
、
当
友
好
会
か
ら
派
遣
し
た
日
本

語
教
師
と
日
本
語
科
学
生
に
よ
る
交
流
会
や
、

九
江
学
院
幹
部
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
機
会
を

も
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
10
月
に
は
、
九
江

学
院
か
ら
の
研
修
団
が
大
和
高
田
を
訪
問
の
予

定
で
す
。

●
中
国
語
講
座
へ
の
参
加
を

　

高
田・九
江
友
好
会
で
は
、
中
央
公
民
館
で
、

中
国
語
中
級
お
よ
び
上
級
講
座
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
講
師
は
大
和
高
田
市
に
在
住
す
る

中
国
人
で
、
受
講
生
は
毎
週
１
回
楽
し
く
中

国
語
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
中
国
は
隣
国
で
あ

り
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
理
解
が
進
ん
で
い
な
い

部
分
が
あ
り
、
中
国
語
の
学
習
を
通
じ
て
文
化

の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
い
つ
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
高
田
・
九
江
友
好
会　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ア
ド
レ
ス
は
、http://ow

a.la.coocan.
jp/T

JF
A

 

で
す
。

　

最
新
の
活
動
内
容
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
田
・
九
江
友
好
会
事
務
局
（
渡
邊
方)

　

☎　

22
・
６
７
０
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：　

　
　
　
　
　
　

m
a27td88m

l@
kcn.jp

「
契
約
等
の
辞
退
届
」
が
提
出

　

新
し
い
議
員
か
ら
契
約
等
の
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

氏　

名　
　
　
　
　

企
業
・
団
体
名

仲
本
博
文
議
員　
　

(

株)

仲
本
塗
建

　

大
和
高
田
市
政
治
倫
理
条
例
で
は
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
市
議
会
議
員
が
役
員

を
し
て
い
る
企
業
、
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
や
そ
の
配
偶
者
、
１
親
等
の

血
族
、
同
居
の
親
族
が
代
表
者
や
役
員
で
あ
る
企
業
は
、
市
等
が
行
う
契
約
や
指
定
管
理

者
の
指
定
を
辞
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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被
災
地
支
援
か
ら 

も
ど
り
ま
し
た 

２

　

文
部
科
学
省
と
岩
手
県
教
育
委
員
会
の
要
請
で
、
大
和
高
田
市
青
少

年
課
の
安
川
禎
亮
指
導
主
事(

臨
床
心
理
士
）
が
、「
学
校
支
援
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」
と
し
て
、
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
は
、
被
災
し
た
子

ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
あ
た

る
先
生
を
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
、
主
な
目
的
で
す
。
私
は
第

１
陣
と
し
て
、
5
月
9
日
か
ら
14

日
ま
で
、
大
船
渡
市
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
は
、
陸
前
高
田
市

の
隣
に
位
置
し
ま
す
。
街
は
津

波
で
、
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
小
高
い
丘
が
す
ぐ
近
く
に

あ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
は
陸

前
高
田
市
よ
り
少
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
現
地
で
は
、
市
内
に

あ
る
小
学
校
と
中
学
校
へ
行
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
生
徒
数

２
０
０
名
ぐ
ら
い
の
学
校
で
す
。

体
育
館
は
避
難
所
、
運
動
場
に

は
仮
設
住
宅
が
建
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
、
両
校
で
、
生
徒
の

心
の
授
業
に
あ
た
る
先
生
に
、

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研

修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
症
状

が
で
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
、

先
生
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も

し
ま
し
た
。

　

予
想
以
上
に
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

先
生
た
ち
が
、
い
か
に
子
ど
も

た
ち
に
大
き
な
安
心
感
を
与
え

て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
学
校
は

高
台
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
陸

前
高
田
市
が
よ
く
見
え
ま
す
。

陸
前
高
田
市
か
ら
通
勤
し
て
い

る
先
生
は
、
３
月
11
日
、
学
校

で
子
ど
も
た
ち
を
避
難
さ
せ
な

が
ら
、
自
分
の
子
ど
も
が
い
る

陸
前
高
田
が
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
の
が
、
見
え
た
そ
う
で
す
。

き
っ
と
わ
が
子
は
生
き
て
い
る
、

そ
う
思
い
な
が
ら
学
校
の
子
ど

も
た
ち
を
守
っ
た
そ
う
で
す
。

残
念
な
が
ら
わ
が
子
を
失
わ
れ

た
先
生
は
、
学
校
か
ら
見
え
る

海
を
見
な
が
ら
、
毎
日
子
ど
も

た
ち
と
、
気
丈
に
明
る
く
接
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
先
生
た
ち

が
、
明
る
く
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
る
姿
に
、
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
校
長
先
生
は
、
子
ど
も

の
前
で
暗
い
顔
を
し
て
い
る
先

生
を
、
心
を
鬼
に
し
て
、
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。
学
校
を
あ
げ
て
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
子
ど
も
を

守
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

東
北
の
子
ど
も
た
ち
は
、
我

慢
強
い
で
す
。
で
も
、
こ
の
震

災
で
い
っ
そ
う
我
慢
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
が
ん
ば
り

す
ぎ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

を
覚
え
た
上
で
、
が
ん
ば
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
心
と
体
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
し
な
が
ら
、

大
和
高
田
市
災
害
義
援
金
に
つ
い
て　
（
経
過
報
告
／
第
３
回
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
和
高
田
市
長　

吉 

田 

誠 

克

　

大
和
高
田
市
に
お
い
て
、
３
月
15
日
か
ら
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
に
対
す
る
災
害
義
援
金
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
義

援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
一
定
額
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
第
３
回
目

と
し
て
、
前
回
と
同
様
に
、
共
同
募
金
会
と
、
特
に
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
陸
前
高
田
市
に
、
直
接
届
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
第
３
回
目
の
ご
報
告
と
し
ま
す
。

平
成
23
年
５
月
18
日
時
点
の
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
義
援
金
総
額

　

金
３
２
、３
５
４
、０
４
２
円

　
第
１
回
目　

平
成
23
年
３
月
28
日

　

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部　

金
１
１
、０
０
０
、０
０
０
円

第
２
回
目　

平
成
23
年
４
月
13
日　

　

社
会
福
祉
法
人
奈
良
県
共
同
募
金
会　

金
５
、０
０
０
、０
０
０
円　

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市　

金
５
、０
０
０
、０
０
０
円

第
３
回
目　

平
成
23
年
５
月
20
日
（
今
回
）

　

社
会
福
祉
法
人
奈
良
県
共
同
募
金
会　

金
５
、０
０
０
、０
０
０
円

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市　

金
５
、０
０
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

※
第
３
回
目
で
の
残
金
を
含
め
、
今
後
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

義
援
金
も
、
一
定
額
ま
と
ま
り
次
第
届
け
ま
す
。

個
別
の
面
談
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先
生
へ
の
支
援
も
必
要
で
す
。

　

今
回
の
派
遣
で
、
教
師
の
使
命
感
の
強
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
の
後
、
帰
宅
し
て
い
た
生
徒
た
ち
が
、
防
災
の
サ
イ
レ
ン

で
全
員
学
校
へ
避
難
で
き
た
と
聞
き
、
教
育
の
大
切
さ
を
、
さ
ら
に
痛

感
し
ま
し
た
。

吉田市長に、写真を見ながら報告
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○
登
記
手
数
料
が
免
除
さ
れ
る
人

 

● 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
そ
の
所
有
す
る
建
物
ま
た
は
賃
借
権
を
有
す

る
建
物
に
被
害
を
受
け
た
人

 

● 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
そ
の
所
有
す
る
船
舶
ま
た
は
賃
借
権
を
有
す

る
船
舶
に
被
害
を
受
け
た
人

○
登
記
手
数
料
の
免
除
の
対
象
と
な
る
証
明
書
等

　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
交
付
請
求
は
除
く
）

 

● 

登
記
事
項
証
明
書

 

● 

地
図
、
建
物
所
在
図
ま
た
は
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
全
部
ま
た
は
一

部
の
写
し

 

● 

土
地
所
在
図
、
地
積
測
量
図
、
地
役
権
図
面
、
建
物
図
面
ま
た
は
各

階
平
面
図
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
写
し

○
登
記
手
数
料
の
免
除
の
対
象
と
な
る
請
求
が
で
き
る
期
間

 

● 

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
、
被
災
代
替
建
物
と
そ
の
敷
地
、
被
災
代
替
船
舶
に
つ
い
て

は
、
被
災
者
等
が
被
災
代
替
建
物
、
船
舶
の
登
記
名
義
人
（
ま
た
は

表
題
部
所
有
者
）
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
間
に
限
る
。

※
詳
し
く
は
、
奈
良
地
方
法
務
局
登
記
部
門
（
☎
０
７
４
２
・
23
・

５
５
３
４
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
建
物
・
船
舶
に
か
か
る

登
記
手
数
料
の
免
除
の
特
例
に
つ
い
て

奈
良
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　避難先の市町村へ、
　ご自身の所在地等の情報を提供してください。

避難前に住んでいた県や市町村から、見舞金等の各

種給付の連絡、国民健康保険証の再発行、税や保険

料の減免・猶予・期限延期等の通知など、さまざま

なお知らせが届きます。

国、県、市町村では、被災者の皆さんに、次のような
支援をしています。なお、各種情報は、更新される場
合があります。（大和高田市を管轄している相談窓口
のみを掲載）

●登記、戸籍等についての相談は？
　〔奈良地方法務局葛城支局〕
　大和高田市西町１番63号　☎52 -4941
●奈良県内の学校への転学については？
　〔県立高校〕
　県教育委員会学校教育課学事係☎0742-27-9851
　〔県立特別支援学校〕
　県教育委員会特別支援教育企画室☎0742-27-9856
　〔公立小中学校〕
　県教育委員会学校教育課義務教育係☎0742-27-9854
●国税に関するお問い合わせは？
　〔葛城税務署〕　
　大和高田市西町１番15号　　　　  ☎ 22-2721

●仕事探しについては？
　〔大和高田ハローワーク〕　
　大和高田市池田574番地の６　　　☎52-5801
●自動車が被害にあったときは？
　〔奈良運輸支局（軽自動車以外）〕　
　大和郡山市額田部北町981番地の２

☎050-5540-2063
　〔軽自動車検査協会奈良事務所（軽自動車）　
　大和郡山市額田部北町980番地の３　

☎０７４３-58-３０１８
●中小企業の復興に関することは？
　〔中小企業電話相談ナビダイヤル〕　

☎０５７０-０６４-３５０
　　　　　　　　　　　（午前９時〜午後５時30分）

総務省 奈良行政評価事務所
奈良市登大路町81　奈良合同庁舎４階　

平日 午前８時30分〜午後５時15分

☎0742-24-1100（通話料がかかります）

※上記以外の時間帯は留守番電話による対応

東日本大震災で避難されてきた皆さんへ
奈良行政評価事務所からのお知らせ
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〈材料〉
☆冬瓜 ……………… 1/2 個　
   鶏もも肉 …………… 1 枚
   だし汁 …………… 500cc
　さとう ……………… 大さじ１
　醤油（うす口） ……… 大さじ１

　

み
ど
り
保
育
所
は
、
昭
和
８

年
に
、
村
の
有
志
に
よ
り
宗
願

寺
で
託
児
が
行
わ
れ
た
の
が
、
そ

の
始
ま
り
で
す
。
そ
し
て
、
昭

和
47
年
４
月
に
、
大
字
経
営
か

ら
市
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
長

い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
経
験

と
、
由
緒
あ
る
保
育
所
と
し
て
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
少
子
化
の
影
響
も

あ
り
園
児
数
が
少
な
い
分
、
ク
ラ

ス
以
外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
や
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
菜
園

活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

日
々
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
で
は
、
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
す
。
月
間
目
標
と

し
て
、﹁
９
時
ま
で
の
登
所
﹂
や

﹁
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
﹂
な

ど
を
、
園
だ
よ
り
や
掲
示
板
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

菜
園
活
動
で
は
、
親
子
と
も
に

﹁
食
育
﹂
に
関
心
を
も
て
る
よ

う
、
園
児
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
植
え
た
り
、
収
穫
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
冬
の
寒
い

時
期
に
保
育
所
の
畑
に
蒔ま

い
た
エ

ン
ド
ウ
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫

は
、
終
わ
り
ま
し
た
。
５
月
に

は
キ
ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ゴ
ー

ヤ
な
ど
の
夏
野
菜
を
植
え
ま
し

た
。
園
児
と
い
っ
し
ょ
に
、
水
や

り
や
草
引
き
な
ど
を
し
、
野
菜

の
生
長
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
自
ら
育
て
た
野

菜
が
給
食
に
で
る
と
、
目
を
輝
か

せ
、
お
い

し
く
食
べ

ま
す
。

　

ま
た
、

み
ど
り
保

育
所
の
独

自
の
活
動
と
し
て
、
毎
日
、
短

い
時
間
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と

﹁
体
ほ
ぐ
し
﹂
を
し
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
に
は
、
全
園
児

が
集
ま
り
、﹁
ふ
れ
あ
い
遊
び
﹂

を
し
ま
す
。

　

毎
月
11
日
に
は
、
家
庭
支
援

推
進
保
育
士
が
﹁
人
権
を
確
か

め
合
う
集
い
の
日
﹂
と
し
て
、
全

園
児
と
共
に
、
テ
ー
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
よ
う
な　

﹁
♪
～
と
も
だ
ち
は 

だ
い
じ
や
で

ほ
ん
ま
に 

ほ
ん
ま
に
だ
い
じ
や

で
～
♪
﹂

と
い
う
、
元
気
な
歌
声
で
始
ま
る

集
い
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
み
ど
り
保

育
所
で
は
、

一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か

な
育
ち
を
援
助
し
、
気
持
ち
や

思
い
を
受
け
止
め
、
ま
だ
ま
だ
体

の
中
に
眠
っ
て
い
る
﹁
五
感
﹂
を

引
き
だ
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　

みどり保育所

＊ 冬瓜と鶏肉の煮物　
　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
120 キロカロリー
たんぱく質 ………１1.8g
カルシウム ……… 23 mg　　

　みりん ……………… 大さじ１
　酒…………………… 大さじ２
　片栗粉 …………… 適宜　
   土生姜 …………… 少々

冬瓜は体熱を下げる効果があり、暑い
夏にぴったりです。59          

〈作り方〉
１ 冬瓜は食べやすい大きさに切って皮をむき、わたの部分を取り除く。土

生姜を千切りにする。鶏肉を一口大に切る。
２ だし汁に醤油、砂糖、みりん、酒を入れて煮立ててから、鶏肉を入れて

灰
あ

汁
く

をとり、弱火で煮る。
３ 鶏肉に火が通ったら冬瓜を加える。やわらかくなったら、水溶き片栗粉

でとろみをつける。
４ 器に盛って土生姜をのせる。

冬瓜（とうがん）と書くので、
冬野菜のようですが、旬は夏。
皮が厚く、丸のまま冷暗所に保
存しておけば冬までもつことに、
由来しています。カリウムを比較
的多く含むので、むくみの解消
や高血圧に、効果があります。
　　　　　　　　　〔保育課〕

『人権を確かめ合う日の集い』
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認
知
症
の
人
が

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

　

わ
が
国
の
認
知
症
の
高
齢

者
は
、
２
０
１
５
年
に
は
約

２
５
０
万
人
、
２
０
２
５
年
に

は
約
３
２
３
万
人
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
自
分

の
家
族
や
近
所
の
人
が
認
知
症

に
な
っ
た
場
合
、
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
、
支
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
の
人
を
支
え
て
い

く
な
か
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
が
い
ま
す
。
全
国
で

１
０
０
万
人
以
上
養
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
の
人
が
困
っ
て

い
る
様
子
が
見
え
た
ら
、「
な
に

か
、
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
」
と
一
声
か
け
た
り
、

ご
家
族
の
不
安
や
混
乱
に
耳

を
傾
け
た
り
す
る
と
い
う
、
ご

近
所
同
士
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か

い
目
で
見
守
る
「
応
援
者
」
な

の
で
す
。

　

大
和
高
田
市
で
は
、
今
後
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
。
講
座
を
受
け

れ
ば
、誰
に
で
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
行
い
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
課
ま
で
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
や
学
校
な
ど
で
受

講
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人

に
接
す
る
時
の
心
構
え
な
ど
に
つ

い
て
、
学
習
し
ま
す
。

▽ 

参
加
費　

無
料

▽ 

申
込
方
法　

７
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

開
催
日

７
月
20
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

　
　

総
合
福
祉
会
館

７
月
27
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　

中
央
公
民
館

７
月
29
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　

葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕

　

世
界
初
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
」。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

著
者
が
、
月
刊
誌
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
」
で

１７
年
に
わ
た
り
連
載

し
た
記
事
の
中
か
ら
、

パ
ー
ク
に
ま
つ
わ
る
も

の
を
集
め
て
再
構
成

し
た
も
の
で
す
。

（
柳
生 

す
み
ま
ろ 

著
／
講
談
社
）

『
柳
生
す
み
ま
ろ
の

　
　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
誕
生
秘
話
』

♪
富
士
は
日
本
一の
山
～
♪

　

日
本
最
高
峰
で
あ
る
富
士
山
。

そ
の
山
開
き
が
７
月
１
日
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「
富
士
山
」
に

関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
富
士
燦さ
ん

々さ
ん
』

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
編
集
室
構
成
・
文

尾
形 

真
隆
ほ
か
写
真
／
角
川
書
店
）

　

四
季
の
う
つ
ろ
い
の
中
で
見
せ
る

富
士
山
の
表
情
は
と
て
も
様
々
。

そ
の
天
然
の
美
に
出
会
え
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。

『
絵
で
み
る
富
士
山
大
地
図
』

（
町
田 

洋 

主
監
／
同
朋
舎
出
版
）

　

３
つ
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
、
イ
ラ
ス

ト
と
解
説
で
富
士
山
を
紹
介
す
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
で
す
。

『
ふ
じ
さ
ん
』

（
も
ち
づ
き 

ま
さ
こ 

文

み
や
も
と 

よ
し
な
り 

絵
／
草
土
文
化
）

　

優
し
い
絵
と
と
も
に
問
い
か
け
な

が
ら
、
富
士
山
を
紹
介
し
て
い
る

絵
本
で
す
。

7月の新着図書7月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
き
ょ
う
だ
い
の
暗
号
』　

リ
ン
ダ
・
ブ
レ
ア 

著
、
早
川 

麻
百
合 

訳
／
徳
間
書
店

『
か
ぎ
針
で
、
可
愛
い
大
人
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
』

　

  

成
地 

亜
紀 

著
／
主
婦
の
友
社

『
グ
ッ
バ
イ
・
ヒ
ー
ロ
ー
』　　
　
　
　
　

 

横
関 

大 

著
／
講
談
社

『
カ
エ
ル
の
目
だ
ま
』

　

日
高 

敏
隆 

作
、
大
野 

八
生 

絵
／
福
音
館
書
店

『
み
ん
な
で
せ
ん
た
く
』

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ル 

作
、
た
な
か 

み
え 

訳

福
音
館
書
店

『
一
年
一
組
ミ
ウ
の
絵
日
記
』
吉
田 

純
子 

作
／
P
H
P
研
究
所

◎おはなし会
かい

▽とき　7月9日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● おはなし『おいしい石

いし

のスープはいかが』
 ● 絵

え

本
ほん

　　『やどかりのおひっこし』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　7月23日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● 人

にんぎょう

形　　『あひるがガァー』
 ● 歌

うた

         『わらべうた』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。
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７
月
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
で
す

　

～
「
ア
ッ
シ
に
は
、
か
か
わ
り
の
ね
え
こ
と
で
ご
ざ
ん
す
！？
」
～

101

　

７
月
は
、「
差
別
を
な
く
す
強
調

月
間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）

年
７
月
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
毎

年
７
月
を
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
受
け
て
、
こ
の
７
月
に
は
県
内
の

各
市
町
村
で
も
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
差
別
を

な
く
す
市
民
集
会
」
の
開
催
、
街
頭

啓
発
活
動
、
市
役
所
玄
関
前
に
懸
垂

幕
の
設
置
、
人
権
啓
発
冊
子
「
扉
」

の
発
行
（
市
内
全
戸
配
布
、
人
権
啓

発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
と
優
秀

作
品
掲
載
）
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
小
中
学
校

か
ら
多
く
の
出
品
が
あ
り
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
作
品
に
は
書
い
た
子
ど
も

た
ち
の
「
人
権
を
大
切
に
し
よ
う
」

い
う
訴
え
や
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
各
十
数
点

を
優
秀
作
品
と
し
て
選
定
し
、
同
冊

子
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
単
に
「
載
っ
て
い
る
な
あ
」
と

思
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
い
た

子
ど
も
た
ち
の
訴
え
や
思
い
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
ア
ッ

シ
に
は
、
か
か
わ
り
の
ね
え
こ
と
で

ご
ざ
ん
す
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
４０
年
ほ
ど
前
に
、
テ

レ
ビ
放
映
さ
れ
て
い
た
時
代
劇
「
木

枯
ら
し
紋
次
郎
」
の
主
人
公
、
紋
次

郎
の
決
め
ゼ
リ
フ
で
す
。「
あ
あ
、
懐

か
し
い
」
と
思
っ
た
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
股
旅
者
の
紋
次
郎
が
、

や
っ
か
い
な
出
来
事
に
出
く
わ
す
た

び
に
口
に
し
て
い
た
言
葉
で
す
。「
か

か
わ
り
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、
結
局
は
か
か
わ
っ
て
解
決

を
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
再
び
あ

て
も
な
い
旅
に
出
る
と
い
っ
た
展
開

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
は
、「
自
分
と
の
か
か

わ
り
」
か
ら
出
発
す
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
取
組
が
先

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
社
会
に

差
別
や
人
権
侵
害
が
あ
る
か
ら
、
こ

う
い
っ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
わ
け
な

の
で
す
。
そ
し
て
、そ
の
な
か
で
「
自

分
と
の
か
か
わ
り
」
を
見
い
だ
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
「
ア
ッ
シ
に
は
、
か
か
わ
り
の
あ
る

こ
と
で
ご
ざ
ん
す
」
を
出
発
点
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。　〔

人
権
施
策
課
〕

　

数
年
前
、先
輩
に
誘
わ
れ
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
説
明
会

に
行
っ
た
。
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
、

勧
め
を
断
り
帰
宅
し
た
が
、後
日
、

再
び
先
輩
が
来
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
で
販
売
し
て
い
る
浄

水
器
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
。「
モ
ニ
タ
ー
だ
け
な

ら
」と
浄
水
器
を
預
か
り
、預
か
り

証
に
サ
イ
ン
を
し
た
が
、
そ
の
後
、

先
輩
と
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。

　

先
日
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ

ネ
ス
業
者
か
ら
、「
浄
水
器
の
支
払

い
が
な
い
」
と
、督
促
状
が
送
ら
れ

て
き
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
だ
け

だ
し
、今
さ
ら
料
金
を
請
求
さ
れ
る

の
は
納
得
い
か
な
い
。
返
品
し
た
い
。

<

30
歳
代　

男
性

請
求
金
額　

約
50
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ニ
タ
ー
契
約
？
購
入
契
約
？

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス（
マ
ル
チ

商
法
）は
、商
品
購
入
な
ど
に
よ
り

販
売
組
織
に
入
会
さ
せ
、「
知
人

を
紹
介
す
れ
ば
高
収
入
が
得
ら
れ

る
」と
勧
誘
し
ま
す
が
、結
局
誰
も

紹
介
で
き
ず
、高
額
な
商
品
と
借

金
が
残
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
大
半
で

す
。
相
談
者
の
話
で
は
、「
預
り
証

に
は
サ
イ
ン
し
た
が
、契
約
書
を
交

わ
し
た
覚
え
は
な
い
」と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
書
き
、「
浄
水
器
を
引
き
取
っ
て

欲
し
い
」と
、業
者
宛
に
簡
易
書
留

で
解
約
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。

相
談
者
の
話
と
の
食
い
違
い

　

1
週
間
後
、
業
者
か
ら
連
絡
が

あ
り
、「
当
時
、相
談
者
と
契
約
書

を
交
わ
し
て
い
る
。ま
た
、相
談
者

が
記
入
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
込
書
な

ど
の
署
名
は
、今
回
送
ら
れ
た
解

約
通
知
書
の
サ
イ
ン
と
一
致
し
て
い

る
。相
談
者
は
、
商
品
を
受
け
取
っ

て
お
き
な
が
ら
、一
切
連
絡
を
し
て
こ

な
か
っ
た
」と
激
し
い
反
論
が
あ
り
、

相
談
者
と
交
わ
し
た
と
い
う
契
約

書
の
コ
ピ
ー
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

業
者
の
強
行
な
対
応
に
…

　

相
談
者
と
契
約
書
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、契
約
書
の
署
名
も
、
押
さ

れ
て
い
た
印
鑑
も
、本
人
の
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。し
か

し
、
前
回
連
絡
を
し
た
際
、
相
当

強
い
態
度
で
業
者
が
反
論
し
て
き
た

相
談
事
例

数年前に預かった
商品の支払い
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「
親
子
の
絆
・
地
域
の
絆
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
数
か
月

が
過
ぎ
、
人
々
の
心
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
差
異
が
生
ま
れ
は
じ
め
て
き

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
が
本
当
に
、

私
た
ち
が
心
を
一つ
に
し
て
頑
張

る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
」・「
絆
」
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で

は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

世
の
中
は
、
人
と
人
、
人
と

自
然
・
・
・
全
て
が
つ
な
が
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
結
び
つ
き
の
強
さ
の
中
で
、

絆
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
お
互
い
が
思
い
や
り
、
心
を

配
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
豊
か
さ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
内
外
か
ら
、
今
自
分
た
ち

が
で
き
る
精
一
杯
の
支
援
が
、
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

音
楽
家
は
音
楽
を
通
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
プ
レ
イ
で
、
私
た

ち
は
義
援
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
で
。
特
別
な
こ
と
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
し
、
大
き
い
・
小
さ

い
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ

だ
け
被
災
し
た
人
た
ち
を
思
い
や

り
、
寄
り
添
え
る
か
、
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
今
、
親
と
子
の
絆
、
地
域

の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
だ
か
ら

こ
そ
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
、
親
子
の
絆
、
地

域
の
絆
の
回
復
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
、
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

次
の
詩
は
あ
る
小
学
校
１
年

生
の
三
行
詩
で
す
。　

　
「
マ
マ
に
ギ
ュ
ッ
っ
て 

だ
っ
こ
し

て
も
ら
っ
た
よ

　

マ
マ
の 

お
っ
ぱ
い
が
ム
ギ
ュ

　
ッっ
て
し
て

　

と
っ
て
も 

あ
っ
た
か
く
て

　

き
も
ち
よ
か
っ
た
よ
」

　

最
近
、
お
子
さ
ん
を
抱
き
し

め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
子
ど

も
を
「
ギ
ュ
ッ
」
と
抱
き
し
め
た

の
は
い
つ
で
す
か
。「
ム
ギ
ュッ
」っ

て
、
す
ば
ら
し
い
響
き
が
あ
り
ま

す
。
親
と
子
の
絆
を
小
さ
い
時

か
ら
育
ん
で
い
た
ら
、
子
ど
も

は
あ
た
た
か
い
心
を
持
ち
ま
す
。

ど
う
か
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、

子
ど
も
を
「
ギ
ュ
ッ
」
と
抱
き
し

め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
現
在
少
子
高
齢
化

と
不
在
化
す
る
家
庭
構
成
現
象

が
見
受
け
ら
れ
る
な
か
、「
多
様

化
す
る
個
性
を
認
め
合
う
時
代
」

と
も
い
わ
れ
、
地
域
社
会
で
子

ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

保
護
者
、
学
校
行
政
と
み
ん
な

横
一
列
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
共
に
育
ん
で
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
〔
青
少
年
セ
ン
タ
ー
〕

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10 時〜午後4 時   ▽ところ　市役所3 階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5 時（受付は午後4 時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎 2 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

消費生活センターには、いろいろな相談があるんですね。

そうだね。悪質商法や多重債務問題、商品
の安全性など、相談の内容はさまざまだ。

専門的な知識がなくても、相談できるのかなぁ。

もちろんだよ。消費生活センターは、知識の
少ない消費者が、専門性を持つ業者とうまく
交渉するための、お手伝いをするんだ。

お手伝い…。業者との交渉は、自分でするんですか？

場合にもよるが、センターが助言をおこない、
相談者自身が交渉する、というケースが多い
ね。交渉を通じ消費に関する知識を深めても
らうことは、センターの大事な役割だ。その
ために、いろいろな情報提供もしているよ。

なるほど。ニュースなどもチェックして、「かしこい
消費者」をめざしたいですね！

消費生活センターって…
教えて！
最新情報

こ
と
を
考
え
る
と
、
交
渉
は
か
な
り

難
航
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、契
約
書
に
書
か
れ
て
い

た
日
付
か
ら
5
年
以
上
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、消
滅
時
効
の

援
用
を
申
し
立
て
ま
し
た
。

消
滅
時
効
の
援
用

　
「
消
滅
時
効
」
と
は
、債
権
者
の

権
利
が
一
定
期
間
行
使
さ
れ
な
い

場
合
に
、
債
務
者
に
対
す
る
貸
金

返
済
請
求
権
が
消
滅
し
て
し
ま
う

制
度
を
い
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
、

自
ら
が
債
権
者
で
あ
る
と
主
張
す

る
業
者
に
対
し
、相
談
者
が
そ
の
権

利
を
消
滅
さ
せ
る
意
思
表
示（
援

用
）を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
降
、

業
者
は
相
談
者
か
ら
代
金
を
受
け

取
る
権
利
を
失
い
ま
す
。な
お
、消

滅
時
効
の
援
用
が
可
能
と
な
る
期

間
は
、貸
主
が
貸
金
業
者
で
あ
れ

ば
5
年
、個
人
ま
た
は
商
法
の
適

用
を
受
け
な
い
業
者
で
あ
れ
ば
、

10
年
で
す
。
今
回
の
場
合
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
業
者
の
信
販
部
門

か
ら
請
求
さ
れ
て
い
た
た
め
、
5
年

の
経
過
を
理
由
に
援
用
を
申
し
立

て
、
業
者
は
請
求
を
取
り
下
げ
ま

し
た
。

　
「
消
費
」
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で

は
、法
律
な
ど
、専
門
的
な
知
識
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。納
得

の
い
か
な
い
こ
と
や
不
審
に
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


